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53,995 千円）

○認知症保健医療福祉ネットワーク連絡会

の開催（３回）

○認知症診療連携マニュアルの普及

○認知症サポート医による高齢者総合相談

センター支援の実施（10所）（新規）

認知症に係る医療と

福祉・介護の連携強化

【実施内容】

高齢者総合相談センターが、認知症サポート医（※）から、認知症高齢者の

個々の状態に即した対応方法について専門的助言を受けることで、認知症に係

るコーディネート機能の向上を図る。

※ 認知症サポート医は、都の専門研修を受けた医師で、地域で認知症高齢者

を支援するための連携推進役を担う。

【実施方法】 【予算額】

新宿区医師会に委託 ３,２６６千円

認知症サポート医による高齢者総合相談センター支援の実施（新規）

○認知症初期集中支援チームに

よる支援の実施（地域型高齢者

総合相談センター９所で実施）

○もの忘れ相談の実施（２４回）

○認知症相談の実施（１８回）

総 合 相 談

○認知症サポーターの養成

（累計２０,０００人）

○認知症サポーター活動

の推進

認知症サポーター

養 成 ・ 支 援

○地域版認知症ケアパス

の作成

○認知症の正しい理解に

向けた普及啓発
認知症の正しい理解に向けた

普及啓発

普 及 啓 発

○認知症介護者相談

の実施（１２回）

認知症介護者支援

認知症高齢者への支援体制の充実（福祉部）

「地域包括ケアシステム」の実現に向けて、今後、急速に増加が見込まれる認

知症高齢者が、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、認知症に係る

医療と福祉・介護の連携強化を図るとともに、認知症についての正しい知識の普

及を進めていくなど、地域で認知症高齢者を支援する体制の充実を図る。

１ 目的

１ 予算額

５８,６５７千円

（１）認知症総合支援事業 予算額 １６,０９８千円（介護保険特別会計）

（２）認知症高齢者支援の推進 等 予算額 ４２,５５９千円（一般会計）

２ 実施体制

高齢者総合相談センター １０所

（１）基幹型高齢者総合相談センター（区役所） １所

（２）地域型高齢者総合相談センター ９所

２ 事業内容

認知症高齢者への支援体制の充実
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基幹型高齢者総合相談センター（区役所）

後方支援

地域型高齢者総合相談センター
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『ご 相 談 く だ サ イ』

○「一人暮し認知症

高齢者への生活支

援サービス」の

実施

一人暮し認知症

高齢者支援

○高齢者見守りキー

ホルダー事業の

実施（新規）

認知症高齢者

の見守り


